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東京都⽴⽇⽐⾕⾼等
学校教諭。
東京都出⾝。
新聞配達をして⼤学
に通い、渡部昇⼀⽒
（現上智⼤学名誉教
授）に師事。
専門は18世紀英⽂法
史。⽂法理論の発
達、⽂法学習の功
罪、⽂法の社会的役
割などに主たる関⼼
がある。
研究者を目指すが、
最終的に都⽴⾼校で
英語を教える初志を
貫徹し東京都に奉
職。進路多様校、島
嶼部の学校、進学指
導重点校の勤務を経
て現在に⾄る。
著書に『夢をかなえ
る英⽂法 ユメブン
1』（共著、アルク、
2011年）がある。ブ
ログ（アーリーバー
ドの収穫）も随時更
新中。

●客観的に点検する
ため、授業は録⾳し
てその⽇のうちに聞
き返します。1分間
にしゃべる⽂字数や
「間」を紙に書き出
して意識していま
す。また、モデルと
したい先⽣⽅の講義
等を録⾳させてもら
い、⽂字に起こして
違いを分析して課題
をつかみ、克服につ
なげています。

⽣徒がどう学んでいるか、という視点を⼤切に

  本校ではOCIの授業を２本⽴てで⾏っています。ALTとのチーム・
ティーチングによる⾳声系の練習（発⾳、会話、スピーチ等）と⽇本⼈
教師による⽂法項目別の練習です。 

私が受け持つ英⽂法の授業の⼤まかな流れとしては、それぞれの単元に
つき
（1）学習ポイントの説明
（2）問題集の答え合わせ
（3）段階式ドリルによる学習ポイントの確認
というように進めています。⽣徒は参考書を読み、問題集の練習問題に
解答を済ませて授業に臨みます。 

 留意している点はいくつか
ありますが、まず、ハンドア
ウトを⼯夫して（1）にかけ
る時間を必要⼗分に最⼩化し
（3）にかける時間を最⼤化
するよう努めていることが挙
げられます。これは、⽣徒
は、（3）の過程で、学習し
た⽂法事項を実際に使い、つ
まずき、修正する中で⼒をつ
けるのだろうと判断している
からです。⽣徒の「気づき」
を促すことに意を⽤いている
のです。私は知りたいと思っ
たときが学習のチャンスであ
ると考えています。

 よって、（2）のシーンで
も答え合わせのやり⽅を状況と目的に応じて変えていますが、どちらか
というと正答例を配布して⾃⼰採点させ（事後回収）、⽣徒同⼠ペアで
質疑応答させた後、教師対⽣徒で質疑応答をする場⾯を設けることが多
いです。教えることは学ぶことであり、仲間と学んだ記憶は学習の定着
を促しますので、教え合いの場⾯から互いの学びを深めてもらいたいと
いう思いからそうしています。そして最終的に⽣徒同⼠のペアで解決で
きなかった箇所を教師とのやりとりで解決へ導く⼼算なのです。 

（ちなみに、この流れは、⽣
徒同⼠がペアで話しても解決
できなかったので、全体のな
かで挙⼿して教師に質問しや
すい、という前任校の複数の
⽣徒の話に⽴脚していま
す。）

主な留意点としては、他に、
⽣徒たちには、折に触れ、こ

うした活動を何のために⾏うのか、⾏うことでどのような⼒がつくの
か、こちらのねらいを話すように⼼がけています。また、（2）や
（3）のシーンでは机間巡視を頻繁に⾏い、個々の⽣徒の学びの様⼦に
意識を届かせるようにしています。まず活動をさせて⽣徒の様⼦によっ
て反応を返し、教える流れを重視しているのです。⽣徒に活動する時間
を与え、スムーズにいかないときこそ教師の出番。⽣徒に時間を与える
から⽣徒たちは考えることができ、学ぶのだと思います。

教え込む授業からの脱却、そして幅のある教師を目指して

 今でこそ、⽣徒がどう学んでいるか、という視点が⼤切だと気づくに
⾄っていますが、以前は下⼿をすれば学習ポイントの説明だけで50分
を使い切ってしまうこともありました。こうした教え込む授業からの脱
却は灘校（兵庫県神⼾市）の⽊村達哉先⽣との出会いがきっかけです。
先⽣からあるとき「⽣徒は知識として覚えなくてはいけない、という意
識で覚えているから忘れてしまうのではないか」という⽰唆をいただい
たことが転機になりました。

 そこで、前述のような、「⽂法指導のゴールを発信（作⽂）に置く」
という授業をしているのです。⽂法事項の理解を授業でのゴールとせ
ず、ファーストステップとし、易から難に配列したさまざまな形式のド
リルを⽣徒に⾏わせる。⽣徒は発信することを意識し、学んだことを少
しずつステップアップさせることをイメージしながら、さまざまな形で
反復練習することで⽂法事項を定着させていく。（このようなスタイル
の指導法は⽊村先⽣と書かせていただいた『夢をかなえる英⽂法 ユメ
ブン1』（2011年、アルク）に結実しています。ぜひお⼿にとってご
覧ください。）

つい先⽇、札幌と徳島から先⽣⽅が授業⾒学に来られたのですが、次の
ような感想を頂戴しました。

●アクティブな⽂法の授業で全然眠くなりませんでした。昼休み後、昼
⾷後なのに⽣徒さんたちもよく取り組んでいましたね。あれなら絶対⼒
がつきますね。

●「前を向かせてから説明する」「指⽰は短く的確に、適宜繰り返す」
など、授業規律の確⽴への配慮が授業を⽀える基礎になっていると感じ
ました。

こうお感じになったとするならば、これは特に最初の２校での学習指導
の経験や部活動（バレーボール）の指導者としてのキャリアが活きてま
すね。

 私は⽣徒の実態に合わせた
指導ができる、幅のある教師
を目指しています。時には
「進学校の⽣徒はテクニック
で何とかなるからね…」とい
う切り⼝で⾒られることもあ
ります。しかし、こういう気
持ちで接していると間違いな
く⽣徒に⾒抜かれます。どん
なにいいことを⾔っても⼈間
関係がなければ⽿に⼊ってい
きませんし、こちらが誠実に
真正⾯からぶつかっていかな
いと⽣徒は動きません。

 その点では進学校も⽣徒指導に⼿のかかる学校も同じだと私は考えて
います。「師弟同⾏」という⾔葉もありますが、授業だけでなく、部活
動や⾏事、教育相談や雑談などをする中で関係性が深まり、⽣徒は「こ
の先⽣に学んでみたい」と思うのではないでしょうか。

 あと、意識としては、都⽴⾼校には転勤がありますので、その学校で
しか経験できないことを経験するよう⼼がけています。今の私が初任校
などで教えていれば（そのときはそのときなりに精⼀杯やっていたわけ
ですが）あの⼦たちはもっと違っていたかもしれないなどと考えると申
し訳ない気持ちです。そうした気持ちで芯は変わらずバージョンアップ
を続けていくことが、その⼦たちへの罪滅ぼしになるのかなと考えてお
ります。

この先定年退職まで勤めるであろう様々なレベルの学校で、様々な⽣徒
に対応できる素地をいま作っている。⾃分の幅を広げていかねばと痛感
しています。
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vol.18 錦城学園⾼等学校
⽯川真⼸先⽣

vol.20 関東学院六浦中学校・
⾼等学校 鈴⽊由美⼦先⽣
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これは
「いそしみて、ろうあますところなければ、こころにとこしえなるいとまあり」 
と読みます。陶淵明の⾔葉ですが、陶淵明はその農夫としての経験から、精⼀杯の勤労をしてい
ると⼼はかえってのどかで余念があると述べているのです。

これは東京都への就職が決まった際、恩師である渡部昇⼀先⽣からいただいた⾔葉です。

渡部先⽣は「知的⽣産においても同様で、精⼒的に動いているとき、かえって⼼は⾃由になり、
次から次へとアイデアや構想が浮かび、洞察が深まっていくものです。⾼校現場は多忙を極める
でしょうが、研究を続けなさい。それがまた⽣徒たちのためになるのだから」と続けられまし
た。

この⾔葉を胸に、今後とも歩んでいこうと思っています。 
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2010.11.24
道明⽂夫理事⻑×佐野元泰理事⻑

2014.10.20
vol.29 ⼭形県⽴⼭形⻄⾼等
学校 ⼭⼝和彦先⽣「スピー
ク・アウト×英語」

2014.07.01
vol.28 桐朋中学・⾼等学校 
鈴⽊⽂也先⽣
「Collaboration×英語」

2014.05.28
vol.27 ⼤阪私⽴⽻⾐学園
中・⾼等学校 ⽶⽥謙三先⽣
「ICT×恊働×英語」

2014.4.28
vol.26 神奈川県⽴港北⾼等
学校 宮本恵理⼦先⽣「多読
×英語」

2013.12.20
vol.25 静岡県⽴静岡⾼等学
校 森野洋明先⽣「憧れ×英
語」

2013.9.30
vol.24 私⽴ラ・サール学園 
堤秀成先⽣「試⾏錯誤×英
語」

2013.7.31
vol.23 専修⼤学附属⾼等学
校 宮川晃先⽣「出会い×英
語」

2013.6.28
vol.22 帝塚⼭中学校・⾼等
学校 ⻄⼭哲郎先⽣「夢×英
語」

2013.5.31
vol.21 獨協中学校・⾼等学
校 河野直樹先⽣「⽣きて
いる⾳×英語」

2013.4.30
vol.20 関東学院六浦中学
校・⾼等学校 鈴⽊由美⼦
先⽣「コミュニケーション×

英語」
2013.3.29

vol.19 東京都⽴⽇⽐⾕⾼等
学校 ⽯崎陽⼀先⽣「気づ
き×英語」

2013.1.31
vol.18 錦城学園⾼等学校 ⽯
川真⼸先⽣「広がる世界×英
語」

2012.11.30
vol.17 春⽇部共栄中学⾼等
学校 酒井美由紀先⽣「伝
える×英語」

2012.8.30
vol.16 東京農業⼤学第三⾼
等学校 ⼤濱孝幸 先⽣「出会
い×英語」

2012.6.29
vol.15 東京純⼼⼥⼦中学
校・⾼等学校 三⽥浩⼦ 先⽣
「社会の変化×英語」

2012.3.28
vol.14 淑徳中学校・⾼等学
校 ⼤貫泰幸 先⽣「留学×英
語」

2011.12.21
vol.13 ⼋王⼦⾼等学校 増⽥
裕亮 先⽣「⽇本語教師×英
語」

2011.11.30
vol.12 東洋英和⼥学院 中学
部・⾼等部 露⽊美奈⼦ 先⽣
「地球⼈のツール×英語」

2011.10.26
vol.11 駒場東邦中・⾼等学
校 ⼤⾕啓明 先⽣「ネット
ワーク×英語」

2011.7.27
vol.10 京都市⽴堀川⾼等学
校 川原正敏 先⽣「実戦×英
語」

2011.6.22
vol.9 ⽴教⼥学院中学・⾼等
学校 ⽯井智⼦ 先⽣「脱⽂法
×英語」

2011.5.25
vol.8 順天⾼等学校 ⼩町浩
⼀ 先⽣「相互理解⼒×英
語」

2011.4.20
vol.7 ⻑野県松本県ヶ丘⾼等
学校 池上博 先⽣「ディベー
ト×英語」

2011.3.23
vol.6 ⽇本橋⼥学館⾼等学校 
磯⽥祐史 先⽣「現状プラス
3×英語」

2011.2.23
vol.5 都⽴⻘⼭⾼校 ⼤場智
彦 先⽣「授業×英語」

2011.1.26
vol.4 ⼭⼝県⽴華陵⾼等学校 
梅地哲郎 先⽣「⾃⼰研鑽×
英語」

2010.12.22
vol.3 広島県⽴海⽥⾼等学校 
森川幸智⼦ 先⽣「⾃⼰表現
⼒×英語」

2010.11.24
vol.2 東海⼤学付属相模⾼等
学校 中村⼤志 先⽣「⽂法指
導×英語」

2010.10.28
vol.1 東京都⽴⼾⼭⾼等学校 
岡本眞⼀郎 先⽣「想像外×
英語」

2012.9.27
[福島編] 震災の現場から
〜今を伝えたい（9）〜
勿来⼯業⾼校 齋藤裕⽂先⽣
＆志賀敏⼦先⽣

2012.5.31
[福島編] 震災の現場から
〜今を伝えたい（8）〜
福島県⽴いわき総合⾼校
⽯井路⼦先⽣

2012.4.31
[福島編] 震災の現場から
〜今を伝えたい（7）〜
鮫川村⽴鮫川中学校
鈴⽊悦⼦先⽣

2012.1.25
[福島編] 震災の現場から
〜今を伝えたい（6）〜
福島県南相⾺市⽴原町第⼀
中学校 甲⾼学先⽣

2012.1.25
[福島編] 震災の現場から
〜今を伝えたい（5）〜
福島県⼩⾼⼯業⾼校
鈴⽊康隆教頭先⽣

2011.9.28
[福島編] 震災の現場から
〜今を伝えたい（4）〜
福島県⽴相⾺東⾼校 
三好朝美先⽣

2011.9.28
[福島編] 震災の現場から
〜今を伝えたい（3）〜
福島県相⾺市⽴中村第⼀中
学校 中島浩道先⽣

2011.8.31
[福島編] 震災の現場から
〜今を伝えたい（2）〜
福島県⽴⼩⾼⼯業⾼校
鈴⽊康隆教頭先⽣

2011.8.31
[福島編] 震災の現場から
〜今を伝えたい（1）〜
福島県相⾺市⽴磯部中学校
浅野浩⼠先⽣

神⽥外語⼤学 Webサイトへ
資料を請求する
神⽥外語学院 Webサイトへ
資料を請求する
British Hills Webサイトへ

授業に役⽴つ英語の先⽣のためのサポートサイト

英語のチカラ
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先⽣︕熱⾎Voice【神⽥外語
⼤学編】 神⽥外語⼤学講師 
⽥島 慎朗先⽣

先⽣︕熱⾎Voice【神⽥外語
⼤学編】 神⽥外語⼤学准教
授 ⾼⽊耕先⽣

先⽣︕熱⾎Voice【神⽥外語
⼤学編】 神⽥外語⼤学准教
授 ⽮頭典枝先⽣

TED動画を教材に︕
⼊試に出そうな単語・フレー
ズをPickUP解説付き

英単語タイピングマスター
・英検2級レベル→
・英検準2級レベル→
・TOEIC版→

英語のチカラ
英語のチカラ for Teachers
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